
 

 

 

 

 

立春も過ぎ ひな祭り    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

                                                                                                          

装飾をされているボランティアの方々は、学校の年間計画と２４節気に沿って装飾を替える日程を決め

ています。どんなものを作ろうかと、メンバーで相談したり、試作を line 等で交換したりして、準備をしま

す。赤羽小学校の玄関は、いつも風が入り、その風に耐えるように紙を変えたり、張る向きを変えたりし

ています。白い❤と桃色の❤の向きを変えて貼ったのも風の当りが違っていたことや紙質のわずかな違

いによるものです。 

 私たちも貼り終えたとき、子ども達からの歓声に支えられています。 

 

港区立赤羽小学校 校長 中村 美奈子 
地域コーディネーター  石川 啓子 
            大蔦 淳子 
地域学校協働本部担当  鷲頭 功学   
            永冨 敬之 

 

3月 3日のひな祭りは、女の子の幸せと健やかな成長を願ってお祝いする日です。旧暦の 3月

3 日は桃の花が咲く季節にあたるため「桃の節句」ともよばれます。桃の花には魔除けの力がある

と信じられており、病気や災いを遠ざけることから、縁起が良いものとして飾られるようになった

そうです。ひな人形と一緒に飾られることが多い菱餅やあられの色合いにも意味があるようです。

お子さんと一緒に調べてみるのも楽しいかもしれませんね。  

 赤羽小学校の子供たちが毎日を気持ちよく過ごせる学校であってほしいと願いながら活動をし

ています。 

校内の掲示や装飾を通して、「子供たちに四季の移ろいを感じてほしい。」「行事を楽しんでほし

い。」、そしてなにより、「今日も学校が楽しみだな。と思いながら通ってほしい。」 

 そんな三つの願いを胸に、心を込めて一つ一つの作品を作っています。飾りの前で足を止めて

くれる姿や笑顔で見上げてくれる様子が何よりの励みです。 

 これからも、子供たちの毎日にそっと寄り添えるような装飾を届けて行きたいと思っています。 

 今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

ボランティアさんの想い 


